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要旨 






ドデザイン賞を受賞した KYOAI COMMONS (以下 4号館)も増築された。その他にも、利
便性の向上、安定性の向上、セキュリティの向上等を目的とし大きく変化し続けてきた。














要因の変化について述べる。第 4 章では安定性・安全性の向上について述べる。第 5 章で
は総トラフィック量の変化について述べる。なお、本論文では本学の情報セキュリティの




1.2.1 ユビキタス・キャンパス ネットワークの構築 
 本学では、2010年にユビキタス・キャンパスネットワークを構築、利用を開始した[5]。 
 ユビキタス・キャンパスネットワークは、学内において全学無線 LANの敷設しつつ、情
報端末(Apple 社 iPod touch)を全学生に配布するという先進的なものであった。2010 年 4
月 2日には、2010年度新入生全員に iPod touchが配布された。翌日以降、その他の在学生
にも順次 iPod touchが配布された。なお、2010年 7月 3日には、教職員に iPad が配布さ















さらに、2012年 4月にはグッドデザイン賞を受賞した KYOAI COMMONS (4号館) [3] も
増築された。4号館は、学生が集まりやすい環境とすることを想定しており、ユビキタス・
キャンパスネットワークもその目的に沿って様々な修正が行われた。また、スマートフォ

















2.2 学内無線 LANインフラの構築 
 
図 1: 当初のユビキタス・キャンパスの物理構成 
 
 図 1に当初のユビキタス・キャンパスの構成を示す。50台の無線 LAN基地局を敷設し、
学内全域に無線 LAN 環境を提供した。図中の AP は無線 LAN 基地局、SW はスイッチ、









 本学では全学的無線 LAN 環境、全教職員の端末保有を基盤とし柔軟に学内情報サービス
を展開するユビキタス・キャンパスプロジェクトを開始した。本論文ではこのプロジェク
トにおける全学的無線 LAN 環境をユビキタス・キャンパスネットワークと呼ぶ。このプロ
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ジェクトにおいて、2010年 4月に全学生約 1000名に iPod touchを配布した。また、3ヶ
月後には iPad を全教職員に配布した。これにより、全学生教職員が無線 LAN 端末を保有
している状態となり、新たな情報サービス基盤が整った状態となった。 
 








の任意の場所で情報を取得できるキャンパスとなった。また、当時は twitter [2] や
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3.1 2011年 東日本大震災への対応  
 






3.1.1 安否確認システムの緊急開発と稼働  
 




図 3: 安否確認情報登録ウェブサイト 
 1994 年の阪神淡路大震災の後、WIDE Project 等により、インターネット等を用いた安
否確認情報収集システムとして IAA(I am alive)システム [4] が実現された。それらの既存
の安否確認システムの運用により、一般にインターネットを用いた安否確認システムはユ
ーザインターフェースの多様性、本人確認方式の柔軟性、情報の統括的な処理、が重要で









3.1.2 学内稼働機器の最小化と省電力化による計画停電対応  
 
 また、東日本地域における電力供給状況の逼迫から、計画停電が実施されることとなっ
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図 4: 輪番停電予定表(1) 
 
 
図 5: 輪番停電予定表(2) 
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3.2 2012年 4号館 KYOAI COMMONS の構築 
 
 2012年 4 月には 4 号館が建設され利用開始された。4 号館は、複数の教室や食堂、グル
ープワーク用の領域、コンピュータ教室、コンピュータ自習エリア等学生が集まる様々な
工夫が行われており、必然的に無線 LAN環境も大きな変更が必要となった。 
 2012年 4月以前は、学内の無線 LAN基地局の総数はおおよそ 50台であったが、4号館
の利用開始以降は 70 台以上となっている。この変化により、無線 LAN 基地局の管理業務
も負荷が増大したため、一元的に無線 LAN基地局を管理できるシステムの導入が必要とな



















 2012 年の 4 号館の利用開始に伴い、従来 2 号館のみでサービスを行っていた IT サポー





 現在では、4 号館コンシェルジュ役担当員が IT サポート用のデスクの一部の席を利用す
る形で業務を行っており、IT サポート用デスクはスタッフデスクとして利用されている。




3.2.3 無線 LAN基地局の大幅な増加 
 
 以下に無線 LAN基地局の状況の推移を示す。 
 
・ 2010年 4月 無線 LAN基地局 50台 (802.11 b/g) 
・ 2011 年 8 月 無線 LAN 基地局 50 台 (10 台を 802.11 a/b/g/n 及びハードウェア暗号化
対応型に変更) 
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無線 LAN環境における BYODは想定済みであった。 
 Cisco WLC、ISE及び AD(Active Directory)の連携により、各個人で保有端末を自由に














3.3.2 ラップトップ PCの普及 
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 ウェブインターフェースのブラウザ依存機能の排除、通常で 1 人 2 台、希望者は 3 台以







・ 2010年 4月 iPod touch 1000台, 教職員 iPad 70 台 
・ 2011年 4月 iPod touch 250台 
・ 2012年 4月 iPod touch 250台 
・ 2013年 4月 ASUS Nexus7 16GB 270 台 
・ 2014年 4月 ASUS MeMO Pad HD 7 275台 
・ 2015年 4月 ASUS MeMO Pad 7 275 台 
・ 2016年 4月 ASUS ZenPad C 7.0 275台 
・ 2017年 4月 BYOD方式 
 




・ 無線 LAN接続手順の変更 
・ ヘルプデスク業務での対応機種の増加 
といった影響が見られた。 









常は 200 人程度で利用されることが多く、当該最大教室も 4 台の基地局、および、教室外
の数台の基地局でカバーしていた。 
 また、出席登録に限れば、学生を複数グループに分割し接続を許可するグループを時間





ウェア暗号型の無線 LAN 基地局では、1台で 100 人以上の無線 LAN 接続が安定的に行わ

















から構成される。また、学内ネットワークで default route を一ヶ所切り替えることによ
り、出口ルータを変更できるという構成にしており、一部の対外接続回線に問題が発生し
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た場合でも即座にバックアップ回線利用に切り替えることが可能となっている。 
 
図 7: MACアドレス登録システムログイン画面 
 
 




4.3 無線 LAN認証機構変更による安全性・安定性の向上 
 






無線 LAN 基地局においても MAC アドレス認証の機能や制御が必要となった。本学では
Cisco WLC、ISE等を利用し実現した。図 7及び図 8に、MACアドレス登録のログイン画
面、登録画面をそれぞれ示す。 
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4.4 基幹スイッチの冗長化による安定性の向上 
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4.5.2 ActiveDirectory 導入によるユーザアカウント管理 
 
 2011年より、Active Directory(以下 AD)の導入を行った。この ADの導入により、情報
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処理センターにおいて管理するアカウント情報を一元化することが可能となった。また、
















図 11: 2012年以降のトラフィック量の変化(1) 
 
 図 11及び図 12にユビキタス・キャンパス開始後の対外接続回線の、1日平均の最大トラ



























い無線規格への対応、IPv6 への対応、キャンパス内の新たな建築物への無線 LAN 環境の
構築、各 PC教室や自習室の PCリプレース等の課題が考えられる。 
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Abstract 
A Study of the Design and Operation of  
a Ubiquitous Campus Network 
Nobuo Ogashiwa 
Since April 2010, we have been operating a Ubiquitous Campus Network in Kyoai 
Gakuen University. The Ubiquitous Campus Network is an advanced campus network, 
although our university is small, in which all students and staff have to carry mobile 
devices and those mobile devices are used in roll-call or course registration. There were 
several changes to the Ubiquitous Campus Network after its beginning. For instance, in 
March 2011, scheduled power outages occurred because of the Great East Japan 
Earthquake of 2011. In April 2012, a new building called KYOAI COMMONS was  
built on our campus. In addition to these changes, there are several changes in our 
Ubiquitous Campus Network, which are for improvement of security, stability, and 
convenience for users. Furthermore, we are operating the network, assuming a BYOD 
(Bring Your Own Device) concept recently. In these changes, we have obtained some 
knowledge and experience. In this paper, we describe the knowledge and experience 
obtained from the operation of our Ubiquitous Campus Network since 2010. 
 
